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グリーンプロモーショングリーンプロモーション
「「エコひいきエコひいき」」

地域も、会社も、元気にする地域も、会社も、元気にする！！
リコー中部販売グループの環境活動リコー中部販売グループの環境活動

リコー中部販売グループ

２００７・１２・０８（土）

（於）岐阜市県民ふれあい館 2

環境経営のリコー環境経営のリコー

ＣＳＲ経営のリコーＣＳＲ経営のリコー

リコー

00．リコー中部販売グループは・・．リコー中部販売グループは・・

私達は、リコーグループの中部７県に所在している私達は、リコーグループの中部７県に所在している
地域の販売会社です地域の販売会社です！！

岐阜リコー岐阜リコーはは

岐阜県をエリアとする岐阜県をエリアとする
販売会社販売会社

中部７県の販売会社の統括会社
エコひいきの企画推進を担当

リコー中部 は

１３００名

3

■環境のリコーと言われるけれど・・・■環境のリコーと言われるけれど・・・

■私たちは、環境商品だけ売っていれば■私たちは、環境商品だけ売っていれば
いい？？？いい？？？

販売会社の「環境経営」とは？販売会社の「環境経営」とは？
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自問自答のなかから自問自答のなかから

～～ 販売活動を通じて、地域の事業所に環境情報を届ける販売活動を通じて、地域の事業所に環境情報を届ける ～～

「環境コミュニケーション力」を生かした環境経営「環境コミュニケーション力」を生かした環境経営

お客様に継続的に訪問し、お客様に継続的に訪問し、
経営課題・業務課題などの対話を通じ、経営課題・業務課題などの対話を通じ、
お客様課題の解決に向けた支援を行う。お客様課題の解決に向けた支援を行う。

■リコー中部■リコー中部

環境情報の送り手環境情報の送り手
＜地域の環境改善のパートナー＞＜地域の環境改善のパートナー＞

環境情報の受け手環境情報の受け手
＜リコー中部＜リコー中部OSOSのお客様＞のお客様＞

行政

ＮＰＯ

環境ベンダー

環境先進企業

必要な人、必要な時に必要な人、必要な時に
届かない・届けられない届かない・届けられない

伝えたいことはたくさんあるのに･･･伝えたいことはたくさんあるのに･･･

必要な情報が手に入らない･･･必要な情報が手に入らない･･･
「どれを信じていいのだろう･･･」「どれを信じていいのだろう･･･」
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＜＜ ４つのプロセスで構成＞４つのプロセスで構成＞

■■ 最大１０テーマ最大１０テーマ
（（20042004年度～）年度～）
（２００２～（２００２～0303年度）年度）

１．「エコひいき」とは１．「エコひいき」とは

エコ
カード

募集

選考

活動
参加

参加と対話参加と対話

エコカードシステムエコカードシステム 助成システム助成システム

①

②

③

④
ポイント制度ポイント制度

■■ ２０万円／テーマ２０万円／テーマ２００２年からはじめた２００２年からはじめた
中部７県の環境市民団体を対象とする中部７県の環境市民団体を対象とする
地域環境活動の協働の促進を目指す地域環境活動の協働の促進を目指す

助成プログラム助成プログラム

6

お客様からお客様からエコカードを集めるエコカードを集める
＜ポイント制度＞＜ポイント制度＞

エコカード
（お客様の賛同書）

助成システム

お客様がお客様が

納得納得

→→ 賛同賛同

２０万円

最大１０テーマ

社員が社員が

納得納得

→→ 説明説明

　エコカードとは・・・

　お問合せ先

　グリーンプロモーション「エコひいき」とは・・・

　２００７の特徴

　エコカード（お客様賛同書）によるエコひいきの方法

①弊社ホームページ上のエコカードフォームに必要事項をご記入ください。
　パスワードを設定しています。セールスにお問合せいただくか、次頁下部
　をご参照ください。
　https ://cws.r icoh.co.jp/sss/Inq/inqInfo?name=rcb_ ecohiiki07

② ホームページにアクセスいただけない場合は、当チラシの次頁のフォーム
に必要事項をご記入いただき担当セールス・スタッフにお渡しください。
（お客様にかわって、担当が入力いたします。）

リコー中部　グリーンプロモーション事務局　
　　　　TEL：052（201）8278　　FAX：052（201）8350

グリーンプロモーション「エコひいき」の主旨にご賛同いただいたお客様にご提出いただく賛同書です。
（次頁参照）「エコひいき」の助成金はリコー中部が用意しますが、実際の助成はお客様からエコカードが集

まってはじめて実現する仕組みです。エコカードをいただくために社員一人一人が「エコひいき」の主旨を
お客様に伝えることで、企業の地域貢献のあり方を考える機会をより多くつくっていきたいと考えています。

エコひいき２００７のエコカード収集期間は、2006年１１月1日～200７年２月２８日（４ヶ月間）です。

◇環境保全活動を行う市民グループを対象に活動資金を助成し、その実際の活動には企業市民の参加を促

進していく地域協働プログラムです。販売会社だからこそできる環境活動を模索して、２００２年から、
リコー中部販売グループが販売活動をしている中部７県（愛知県・静岡県・三重県・岐阜県・福井県・石

川県・富山県）を対象に始めたものです。

地域の環境活動の輪を広げるために地域の環境活動の輪を広げるために

一緒に「エコ一緒に「エコひいきひいき」をしませんか？」をしませんか？

「エコひいき」の仕方「エコひいき」の仕方

①① 「エコひいき」に賛同する「エコひいき」に賛同する
　　 （ エコカード（ エコカード

※※
を事務局に送る）を事務局に送る）

②② 助成先を選ぶための助成先を選ぶための

　「エコひいき投票」に参加する　「エコひいき投票」に参加する

③③ 助成団体の活動に参加する助成団体の活動に参加する

エコカードエコカード（次頁参照）（次頁参照） 内容を内容を

ホームページから入力してくださいホームページから入力してください

地域社会との協働モデル事業として、
エコひいきの輪をさらに拡げます！

１）２００６からはじまった環境省との協働モデル事業をさらに進化

　　地域社会との連携をより深めるために、中部環境パートナーシップオフィスや
　 （N PO）地域の未来・志援センターなどと新たな 協働の輪を広げます。

２）他企業との連携を強化し、助成の仕組みを通した協働の輪を広げます
３）よりよい助成に向けて過去の助成団体とも仕組みの共創を目指します

ＧＰ エコエコ
ひいきひいき

２００７

romotion
reen

地域環境活動 協働プログラム

◇「参加と対話」をコンセプトに進めてきた「エコひいき」。その参加と対話は、環境改善に心を寄せる
さまざまな方との地域協働の輪を広げてきました。単なる資金助成ではなく、地域社会により価値を創造

する助成の仕組みを目指してさまざまな皆様とこれからも共創していきたいと願っています。

●市民団体に活動資金助成（２０万円／最大１０テーマ）と社員の活動参加を促進するプログラム
●実際の助成テーマ数は、お客様から集まるエコカードのポイント集計結果で決定します

１０テーマ助成に向けた
エコカード目標ポイント

２０００ポイント

※別途設定する地域目標を達成した地域は
優先枠として最低１テーマの助成が決定

●エコカード2007は10テーマの助成に向けて、２000 エコカードポ イントの収集を目指します

＜２００７目標＞

※２00ポイントで

１テーマの助成が決定

エコ
カード

募集

活動
参加

選考
審査

助成数
決定

助成団体
決定

たとえば

＜参加と対話＞＜参加と対話＞

事務局事務局
集計集計

ＷｅｂＷｅｂ
入力入力

エコカードエコカード
ポイントポイント
換算換算

エコ
カー
ド

エコ
カー
ド

チラ
シ

チラ
シ

（２００４年～）（２００４年～）

原資は原資は
リコー中部Ｇリコー中部Ｇ

＜強化したいこと：お客様とのコミュニケーション力＞＜強化したいこと：お客様とのコミュニケーション力＞

※※市民活動に企業が市民活動に企業が
応援する大切さ応援する大切さ

目標ポイント
２０００Ｐ／
１０テーマ

２００ポイントで
１テーマ助成が決定

２２--1 1 エコひいきの仕組みエコひいきの仕組み ①助成が実現するには



2
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２２--2  2  ② 市民団体の募集は

リコー中部

協働パートナー

ＥＰＯ中部
環境省中部環境

パートナーシップオフィス

▼ 広く伝える（複層的に）
▼ 主旨を伝える（説明会）

・・・

・・・

地域の未来
志援センター

運営協議会

地域
共同説明会

＜参加と対話＞＜参加と対話＞

＜参加と対話＞＜参加と対話＞
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２２--33 ③審査選考は

みんなで「エコひいき」みんなで「エコひいき」

エコひいき投票 選考委員会

社員

助成団体助成団体

お客様

参加したいテーマ
応援したいテーマ

自らの体験から自らの体験から
効果が出せそうなテーマ効果が出せそうなテーマ

地域の応援したい団体地域の応援したい団体

みんなの
想い

学識者

ＮＰＯ

行政

他企業
リコー
グループ

＜参加と対話＞＜参加と対話＞

公開審査方式公開審査方式

審査の基準
▼コンセプト
▼地域デザイン
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２２--44 ④活動への参加促進

活動への活動への

参加促進参加促進 社員

家族

お客様

気づき気づき
学び学び

どれだけリピーター
を創れるか！

（活動の意義・楽しさ発信力）

参加 リピート

エコひいきエコひいき

事務局事務局 助成団体助成団体

エコ
カード

体験を通した

お客様への紹介

＜参加と対話＞＜参加と対話＞

＜強化したいこと：お客様とのコミュニケーション力＞＜強化したいこと：お客様とのコミュニケーション力＞

５０団体５０団体

８００名８００名

９０００

事業所
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③審査選考は

みんなで「エコひいき」みんなで「エコひいき」

エコひいき投票 選考委員会

社員

助成団体助成団体

お客様

参加したいテーマ
応援したいテーマ

自らの体験から自らの体験から
効果が出せそうなテーマ効果が出せそうなテーマ

地域の応援したい団体地域の応援したい団体

みんなの
想い

学識者

ＮＰＯ

行政

他企業
リコー
グループ

＜参加と対話＞＜参加と対話＞

公開審査方式公開審査方式

審査の基準
▼コンセ プト

▼地域デザイン

２００３年２００３年
仕組化仕組化

２００６年２００６年

３３．．「エコひいき」事業のポイント「エコひいき」事業のポイント
＜本業での価値創造と地域貢献の両立を目指して＞＜本業での価値創造と地域貢献の両立を目指して＞

11）本業の機能と密着した仕組みへのこだわり）本業の機能と密着した仕組みへのこだわり

２）多くの人の「参加と対話」を促す仕組みに２）多くの人の「参加と対話」を促す仕組みに

３）３）ステークホルダーステークホルダーとと よりよい仕組みをよりよい仕組みを

①助成が実現するには

お客様からお客様からエコカードを集めるエコカードを集める
＜ポイント制度＞＜ポイント制度＞

エコカード
（お客様の賛同書）

助成システム

お客様がお客様が

納得納得

→→賛同賛同

２０万円

最大１０テーマ

社員が社員が

納得納得

→→説明説明

　エコカードとは・・・

　お問合せ先

　グリーンプロモーション「エコひい き」とは・・・

　２００７の特徴

　エコカード（お客様賛同書）によるエコひいきの方法

①弊社ホームページ上のエコカードフォーム
に必要事項をご記入ください。

　パスワードを設定しています。セールスにお問合せいただくか、次頁下部
　をご参照ください。
　ht tp s:/ /c ws .ri co h.c o. jp/ ss s/ Inq / inq In fo? n ame= rc b_ ec oh iik i07
②ホームページにアクセスいただけない場合は、当チラシの次頁のフォーム
に必要事項をご記入いただき担当セールス・スタッフにお渡しください。

（お客様にかわって、担当が入力いたします。）

リコー中部　グリーンプロモーション事務局　

　　　　 T EL ：0 5 2（ 20 1 ）8 27 8 　　 F AX ： 05 2（ 2 01 ） 83 50

グリーンプロモーション「エコひいき」の主旨にご賛同
いただいたお客様にご提出いただく賛同書です。

（次頁参照

）

「エコひいき」の助成金はリコー中部が用意しますが
、実際の助成はお客様からエコカードが集

まってはじめて実現する仕組みです。エコカードをいただくために
社員一人一人が「エコひいき」の主旨を

お客様に伝えることで、企業の地域貢献のあり方を考える機会をより多くつくっていきたいと考えています。
エコひいき２００７のエコカード収集期間は、2 00 6年１１月1日～2 00 ７年２月２８日（４ヶ月間） です。

◇環境保全活動を行う市民グループを対象に活動資金を助成し、その実際の活動には企業市民の参加を促
進していく地域協働プログラムです。販売会社だからこそできる環境活動を模索して、２００２年から、
リコー中部販売グループが販売活動をしている中部７県（愛知県・静岡県・三重県・岐阜県・福井県・石
川県・富山県）を対象に始めたものです。

地 域の環 境活 動の輪 を広げ るために地 域の環 境活 動の輪 を広げ るために

一 緒に「エ コ一 緒に「エ コひい きひい き」をしません か？」をしません か？

「エコひいき」 の仕方「エコひいき」 の仕方
①①「 エコひいき」 に賛同する「 エコひいき」 に賛同する
　　 （エコ カード（エコ カード※※ を事務局に送る）を事務局に送る）
②②助成先を選ぶための助成先を選ぶための

　 「 エコひいき投票」 に参加する　 「 エコひいき投票」 に参加する
③③ 助成団体の活動に参加する助成団体の活動に参加する

エコカードエコカード （次頁参照）（次頁参照） 内容を内容を
ホームページから入力してく ださいホームページから入力してく ださい

地域社会との協働モデル事業として、
エコひいきの輪をさらに拡げます ！

１）２００６からはじまった環境省との協働モデル事業をさらに進化
　　地域社会との連携をより深めるために、 中 部 環境 パ ート ナ ーシ ッ プオ フ ィ スや

　 （ NP O） 地 域の 未 来・ 志 援セ ン タ ー

な ど と新 たな

協働 の輪 を

広げ ま す。

２）他企業との連携を強化し、助成の
仕組みを通した協働の輪を広げます

３）よりよい助成に向けて過去の助成団体
とも仕組みの共創を目指します

ＧＰ エコエコ
ひいきひいき

２００７

rom oti on
reen

地域環境活動協働プログラム

◇「参加と対話」をコンセプトに進めてきた「エコひいき」。その参加と対話は、環境改善に心を寄せる
さまざまな方との地域協働の輪を広げてきました。単なる資金助成ではなく、地域社会により価値を創造
する助成の仕組みを目指してさまざまな皆様とこれからも共創していきたいと願っています。

● 市民団体に活動資金助成（２０万円／最大１０テーマ）と社員の活動参加を促進するプログラム
● 実際の助成テーマ数は、お客様から集まるエコカードのポイント集計結果で決定します

１０テーマ助成に向けた

エコカード目標ポイント

２０００ポイント

※別 途 設定 する 地域 目 標を 達成 し た地 域は優 先 枠と して 最低 １テ ー マの 助成 が決 定

● エコカード2 00 7 は1 0 テーマの助成に向けて、２0 00  エ コカ ー ドポ イ ント の収集を目指します

＜２００７目標＞

※２ 00 ポイントで
１テーマの助成が決定

エ コ

カー ド

募 集

活 動参 加

選考

審査

助成 数

決定

助 成団 体決 定

たとえば

＜参加と対話＞＜参加と対話＞

事務局事務局
集計集計

ＷｅｂＷ ｅｂ

入力入力

エコカードエコカード
ポイントポイント

換算換算

エコ
カ
ード

エコ
カ
ード

チラ
シ

チラ
シ

（ ２００４年～）（ ２００４年～）

原資は原資は

リコー中部Ｇリコー中部Ｇ

＜強化したいこと：お客様とのコミュニケーション力＞＜強化したいこと：お客様とのコミュニケーション力＞

※※市民活動に企業が市民活動に企業が
応援する大切さ応援する大切さ

目標ポイント
３０００Ｐ／

１０テーマ

３００ポイントで
１テーマ助成が決定

② 市民団体の募集は

リコー中部

協働パートナー

ＥＰＯ中部
環境省中部環境

パートナーシップオフィス

▼ 広く伝える（複層的に）

▼ 主旨を伝える（説明会）

・・・

・・・

地域の未来

志援セン ター

運営協議会

地域
共同説明会

＜参加と対話＞＜参加と対話＞

＜参加と対話＞＜参加と対話＞

２００６年２００６年

環境省との環境省との
協働モデル事業へ協働モデル事業へ

④活動への参加促進

活動への活動への
参加促進参加促進 社員

家族

お客様

気づき気づき
学び学び

どれだけリピーター
を創れるか！

（活動の意義・楽しさ発信力）

参加 リピート

エコひいきエコひいき

事務局事務局 助成団体助成団体

エコ
カード

体験を通した

お客様への紹介

＜参加と対話＞＜参加と対話＞

ホスピタリティ

２ ００３年２ ００３年

仕組化仕組化

＜強化したいこと：お客様とのコミュニケーション力＞＜強化したいこと：お客様とのコミュニケーション力＞

４０団体４０団体

７００名７００名１万人の想い１万人の想い

＜＜ 強化したいこと強化したいこと ＞＞ お客様とのお客様との““コミュニケーション力コミュニケーション力””

＜＜ 地域に提供できること地域に提供できること ＞＞ ““コミュニケーションコミュニケーション””効果効果

エコ
カー
ド

エコ
カー
ド

募集募集 選考選考 活動
参加

活動
参加

社員・お客様・市民団体・行政・学識者・ＮＰＯ・家族・・・社員・お客様・市民団体・行政・学識者・ＮＰＯ・家族・・・
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＜＜ 地域も、会社も、元気にする地域も、会社も、元気にする！！ ＞＞
地域社会との共生を目指した経営モデルへの試行地域社会との共生を目指した経営モデルへの試行

４．何のために展開するのか４．何のために展開するのか

＜狙い＞＜狙い＞

エコひいきの様々なシーンでの出会いと気づきエコひいきの様々なシーンでの出会いと気づき

１．地域社会から選ばれる企業となるために１．地域社会から選ばれる企業となるために
２．販売会社ならではの２．販売会社ならではのコミュニケーション力コミュニケーション力を軸にを軸に
３．本業価値の強化を目的とし、その結果が地域貢献に３．本業価値の強化を目的とし、その結果が地域貢献に

＜強化したいこと＞＜強化したいこと＞ お客様へのコミュニケーション力お客様へのコミュニケーション力

エコエコひいきひいき

豊かな社員

12

NPO法人自然、生活共生会〔2006〕

多治見メダカカンパニー〔2007〕

大呑地区グリーンツーリズム推進協議会〔2006〕

なごや東山の森づくりの会〔2007〕

活動例



3
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グリーンプロモーショングリーンプロモーション
「「エコひいきエコひいき」」
２００８２００８

２００８・４月～予定２００８・４月～予定

お問合せは リコー中部株式会社 CSR推進室

千賀もしくは竹政 まで

電話：052-201-8278

※御願い：２００８･２月に本社中村区に移転のため代表が変ります。

現時点では番号未定ですので２月以降はHPでご確認くださるようお願いいたします


